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令和７年度第１回 金沢シビックテック推進協議会 会議概要 
 
日時 ：令和７年 10 月１日（水) 10:00～11:30 
場所 ：金沢市役所第一本庁舎 501 会議室 
出席者：小俣 博司   オープン川崎 代表 
  茂  知一 一般社団法人石川県情報システム工業会 理事 
  鶴山 雄一 金沢市 PTA 協議会 会長 

福島 健一郎  一般社団法人コード・フォー・カナザワ 代表理事 
松井 くにお  金沢工業大学工学部情報工学科 教授 
眞鍋 知子    金沢大学 融合研究域 融合科学系 教授 
矢後 智子   NPO 法人ネットワークアシストたかおか 副理事長 

（五十音順） 
    事務局 南市民局長、山田市民協働推進課長、下池課長補佐、水野係長、富岡主任 
 

１.議案 

  議案第１号 令和６年度 事業報告 
  議案第２号 令和６年度 決算（案） 
  議案第３号 令和７年度 事業計画（案）・経過報告 
  議案第４号 令和７年度 予算（案） 
  議案第５号 令和８年度 事業の方向性（案） 

 

２.報告 

報告第１号 令和７年度 その他事業の方向性  

全会一致ですべて承認された 
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３.委員意見等 

令和６年度事業報告及び決算（案）について（議案第１号・第２号） 

 
【委員】 

決算について、予算と大幅な乖離がある。全ての項目について黒字が出ているので、予算の立て方に少し問題があるのではないか。 
 
【事務局】 

本協議会事業については、例年、約 100 万円程度の予算を返納しているのが現状であり、必要な事業の整理及び追加で実施すべき事業がないかということで 
改めて予算額の精査を今後行っていきたい。 

 
【委員】 

やはり実際の執行額が少ないと十分に活動できていない、活動が貧しいのではないかと見られてしまうことは気になるところ。 
 

【会長】 
 まだ活動としてできることはたくさんあるのではないか。例えばシビックテック活動の情報発信について、Code for Kanazawa の活動も含めて足りていると
は言えない。Facebook や Instagram での広報を行っているが、もう少し違う格好での広報の仕組みを取れるのではないか。 

 
【事務局】 
 次年度以降の情報発信事業についてぜひ検討していきたい。  
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令和７年度 事業計画（案）・経過報告及び予算（案）について（議案第３号・第４号） 

【委員】 
  クマ共生ハッカソンでは、どのようなもの（成果品）が出てきたのか。 

 
【事務局】 

石川県で公開しているツキノワグマ出没情報や、誘因物となる作物の場所のオープンデータを活用して、９チーム、10 個のプロダクトが開発された。具
体的には、ツキノワグマの出没予測マップ、目撃通報＆アラートアプリ、生態を学べるボードゲームなど。総合優勝となったのは「クマ総合窓口 AI」とい
うもので、利用者が Web 上から目撃情報を簡単に通報でき、居住地や生活に沿った情報を受け取れる仕組みを構築したもので、先端技術大学の学生により
開発された。 

 
【会長】 
  私も審査員で参加したが、参加者の熱量も非常に高く、新聞記事にもあるようにぜひリリースに結び付けたいというコメントもあった。シビックテックと

いう文脈でも、社会課題解決でビジネスをしたいといったような方など多様な方が参加されていた。今回は石川県庁の協議会（共助のビジネスモデル検討委
員会）との共催ということもあり、いつもと違う方々との関わり、共創ができたと思う。 

 
【委員】 
  テレビでの報道を見てすごく良いと思ったのは、「熊を見たときにどこに連絡したらよいか分からない」というときに、このようなアプリを使って自分の

入力した情報が共有されることで、データの「入力」と「利用」が両面から行うことができるようになるという点。 
  今回は単なるオープンデータの活用ではなく、具体的なテーマを決めたことがよかったと思う。テーマを決めずに「何でもいいからオープンデータで考え

てください」というと非常に難しい。 
 

【会長】 
   おっしゃるように、具体的なテーマを決めると参加しやすい。同時に、当日参加された方々からも話が出てきたが、オープンデータのあまりの質の悪さ、

量のなさを参加者の方に知ってもらえる。テーマを決めれば決めるほど、あれやりたいけどデータがない、ないならデータを作ろうというきっかけにもな
る。 
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【委員】 

    今回、e-messe に初出展されたということですが、実際には何名くらいの方がブースに来場されたのか。 
 

【事務局】 
正確なカウントができていないが、私が直接お話しして名刺交換までできた方は 50 名程度だった。 

 
【委員】 

e-messe 全体の来場者約 1 万人だったのに対して 50 人というのはあまりに少ないように思うが、そこからシビックテック活動への参加につながったのは
どれくらいいるのか。 

 
【事務局】 
  その後のクマ×共生ハッカソンに開発まで参加していただいた方も２名いた。人数は少ないものの、実際に深く活動へ参加していただいているので、それ

だけでも出展の効果はあったと考えている。今後も来場者には継続してイベントの案内をしていく。 
 
【委員】 
  ホームページや SNS といったデジタル媒体を使った広報も効果はあるが、やはり今回のイベント出展のように直接的に広報する場も重要だと思う。コミ

ュニケーションがうまくいけば双方向的につながることができるので、こういった場を活用できればもっと活動を知っていただけるのではないか。 
 
【会長】 
  オープンデータデイいしかわについて、来年度はぜひ Code for Kanazawa も共催に入れていただきたい。オープンデータデイ自体はもともとコミュニティ

としてやってきた経緯もある。今回のハッカソンのようにいろいろな人たちが関わって作る「共創」の形ができたらいいなと 2014 年からやってきたことも
あるので、（三者の共催で）ぜひ実現できたらと思う。 
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令和８年度 事業の方向性（案）（議案第５号） 

 

【委員】 
  今回、「地域課題解決プロジェクト事業」というマッチ箱をプラットフォームにしていた事業をなくしてハッカソンへシフトするということだったが、ハ

ッカソンだとテーマが上から与えられたものことで、ボトムアップ型の地域課題への取り組みをしないように見えてしまう。マッチ箱の運用があまりうま
くいっていない現状だが、やはりこのボトムアップで挙げられる地域課題を吸い上げる仕組みについてはもう少し力を入れていく必要があると思う。 

  マッチ箱のサイトを見ると、その地域課題が必ずしもそのＩＣＴで解決するっていうことが、目指されてるわけではない。地域課題の中には ICT の力で
解決に向かうものもあれば、そうでないものもあり、そこがすごく曖昧になってしまっている。そこが一つ、マッチ箱がうまくいかないことにつながってい
るのではないか。その辺りを整理して、マッチ箱を活用してきちんと市民の地域課題を吸い上げていく方法をもう一度考えるべきではないか。 

 
【事務局】 
  マッチ箱の運営の強化については、新年度事業としてはマッチ箱コーディネーターの設置ということで挙げさせていただいたが、引き続き対策方法につ

いて検討してまいりたい。その他、今年度においては、Code for Kanazawa 主催でのシビックハックナイトが毎月第２木曜日開催として復活し、広く市民の
方やシビックテックに興味のある方に参加していただいているところだが、そこででた課題などの開催報告をマッチ箱に投稿していただいている。他のイ
ベントなども活用して、このマッチ箱を知っていただく入り口を増やしていきたいと思っている。こちらでいただいたご意見を具体的な施策として市の予
算要求に反映していきたいと考えている。 

 
【委員】 
  町会 DX 推進事業については、正直難しいと思っているが、町会連合会の方などと既に相談調整はされているのか。 
 
【事務局】 
  まだ検討段階であり、直接地域との調整までは至っていない。 
 
【委員】 
  それぞれのセミナーに何人程度の参加者が想定されているか分からないが、なかなか自発的にセミナーに参加したい方がおらず、無理矢理に動員されて

負担感が増すといったようなことにならないよう、きちんと前もって地域の方々と相談されたほうがよいと思う。 
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【事務局】 
  次年度についてはまずは最初ということで、例えば米泉や野町校下などある程度デジタル化が進んで成果が挙がっている地域にお声がけをして試行的に

進めていきたい。そこでの成果を踏まえて、上手くいけば他の地域にも展開していき、なかなか難しいというところが見えたら別の方法を検討できたらと
考えている。 

 
【委員】 
  次年度のハッカソンについて、具体的なテーマの選定の方法は既に決まっているのか。提供できるデータや専門家というリソースがある程度限定されて

くると、参加者もある程度固定化されて行ってしまうのではないか。できるだけ裾野を広げていくことが重要だと思うので、どのように多様な地域課題を
洗い出していくのかという考えをお聞かせいただきたい。 

 
【事務局】 
  まだ次年度の具体的なテーマおよび検討方法については決まっていない。今回のハッカソンでは全国的にツキノワグマの被害に関するニュースが連日出

ておりましたので、社会的に関心度の高いテーマであったことから、特に参加者が多く集まり、各メディアでも報道されたという結果につながったのだと
感じる。次年度のテーマについては、また改めて会長に相談させていただきながら、こちらの協議会でもお諮りさせていただきたい。 

 
【委員】 
  ハッカソンが地域課題に関わるいろいろな市民の方を巻き込んでいけるよう、課題の設定から工夫できるとよいと思う。 
 
【委員】 

    ハッカソンについての情報共有として、先日、アーバンデータチャレンジの関係で広島県主催で「DoboXデータチャレンジ」（https://dobox-data-

challenge.jp/）というものが開催されたので見に行ってきた。そこへの参加者は大学生と高校生がとても多く、全体の半数以上が学生だったということで、
若い人が多くとても面白かった。特に良かったと思う点が、県職員と学生が直に話をして地域のことを考えるというところ。学生の中にもこういったコン
テストに興味を持つ方も一定数いると思うので、そういった仕組みがこのハッカソンでもできたらよいと思う。 

   町会DXについては、実は全国いろいろなところでやっているものの、なかなか成果が挙がらず難しい面があるので、慎重に進めていくべきだと思う。よ
くあるような国から偉い人を呼んでセミナーをするというのは上手くいかないことが多い。先ほども意見が出たように動員して、何か言っているなという
ような話で終わってしまう。そこはひとつひとつ丁寧に説得するか協力者を増やしていって、グラスルーツ的に上げていくとよいと思う。もう一つは、そ
こで「DX」とかカタカナ用語を使うと嫌がられてしまうので、そこはCode for Kanazawaの方などに入っていただいて翻訳していただきながら、地域内で
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主体的にやってもらう形で広げていくのがよいと思う。川崎市でも専門家と市民のボランティアグループと連携して自治会に入っていき、泥臭く一つずつ
事例を作っているので、参考にしていただきたい。 

 
  【事務局】 
    広島県のハッカソンについては毎年とても盛り上がっていると聞いているので、学生に参加してもらうための方策を担当者に聞いてみたいと思う。 
    町会DXについては、やはり無理に進めると上手くいかないので、今年度内で各地域へヒアリングを行った上で、どんなことをどのレベルまで、どの範

囲でできるか、セミナーの内容を含めて検討していきたい。一つずつ事例を作っていくというお話もありましたので、まずはモデル地区のような形で最初
は小規模に進めていきたいと考えている。 

 
【委員】 
  データの活用を重視しているが、データを収集する仕組みというのも必要。こういったデータに関する取組は、今あるデータを活用しましょうというと

ころに終始してしまうので、どのようにデータを収集するかというところにもぜひ取り組んでいただきたい。 
  また、生成 AI の発展とともに「ノーコードツール」が進化してさまざまなところで使われているが、一般にはまだ知られていない。そういったツールを

みんなが使えるように紹介することも検討していただきたい。 
 
【事務局】 
  データ収集について、先日のハッカソンにおいても、オープンデータだけでは不足していたデータを現地調査して収集したチームがおり、審査員から評

価を得ていた。全国的にはマッピングパーティーのようにゲーミフィケーション的にみんなでまち歩きをしてデータ取集しようといったイベントも開催さ
れているので、そういった内容も検討したい。 

  ノーコードツールについて、令和５年度まではシビックテックスクールの講座にて「Glide」というノーコードツールを使ったアプリ開発講座を開催して
いた。そこからさらに技術も進化しているので、改めてプログラミング経験のない方にも触れてもらい、シビックテック活動の裾野を広げていきたい。 

 
【委員】 
  町会 DX について、進めていく上で情報漏洩が脅威となるため、情報セキュリティに関する教育もセットで行っていただきたい。 

また、町会活動のデジタル化にアプリを活用しているところもあるかと思うが、そこはターゲットに含むのかと疑問に思った。 
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【事務局】 
  情報セキュリティ教育について、個人情報の取扱いは特に住民の方も気にされるので、あわせて説明していきたい。 
  アプリについて、金沢市においては「結ネット」電子回覧板兼安否確認の機能を持つアプリが普及しており、現在市内で約 5 万世帯が利用しているとこ

ろである。これを導入している地域においては、これを軸として、もっとこのような活用ができる、ほかのこのツールと連携すればうまくいくといった形
で、各地域の状況に沿った業務効率化の提案ができたらよいと考えている。セミナーとあわせて個別相談の機会を設けることで、進捗状況に沿ったフォロ
ーができるようにしてまいりたい。 

 
【委員】 
  近年は特に生成 AI などのようにテクノロジーの発展がとても速く、専門家でも追いつけないほどになっている状況であり、市民の方はそこに対する学ぶ

入口がないといった状況であるため、相談窓口のようなリテラシー向上の事業ができたらよいと思う。既に生成 AI でプログラムのプロトタイプを作れるよ
うになっており、先ほども話題にした広島県のハッカソンでも学生たちが生成 AI やノーコードツールを使ってアプリケーションを数時間で開発していた。
そういったものの使い方について、気軽に話せるような事業ができたらよいかもしれない。 

    川崎市では、川崎市役所と一緒にはじめたデジタルカフェ（https://www.city.kawasaki.jp/asao/cmsfiles/contents/0000165/165718/20251025digitalcafe.pdf）というデ
ジタル相談窓口を実施している。相談に来る人は固定化する場合もあるが結構いるので、あまりカタカナを使わずに、日常的に使うものを相談できるよう
な仕組みを考えてもよいと思う。 

 
  【会長】 
    最後に１点。金沢市全体のデジタルに関するさまざまな取り組みとして、「金沢ミュージアム＋」という文化財や美術館、資料館にある作品や資料をオ

ープンデータとして公開しているものがある。その中で、公開されている作品を3Dプリンターで出力して、子どもたちに色を塗ってもらうイベントを行
っている。こういった文化に代表されるような金沢の強みを使った、部署を越えた連携ができるととても良いものになると思う。 

    そういう意味で、データの収集も大切だが、それはデジタル政策課で頑張るべき内容というところで連携が必要。シビックテックは横につなげるコミュ
ニティでもあるので、ぜひ金沢市の中でも横の連携ができるとよいと思う。  
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令和７年度 その他事業の方向性（報告第１号） 

 

【委員】 
   ちょうど今、大学４年生の卒業研究の研究テーマを考える時期であり、今から 12 月頃までに例えばマッチ箱で挙がった課題の中でよいものがあれば、卒業

研究として取り組んでもらえるかもしれないと思った。 
 

【会長】 
  マッチ箱については、先程もご意見があったように ICT で解決できるものとできないものが混在しており、議論が進まずマッチングもしないという話も

あったので、このあたりの課題について、マッチ箱コーディネーターの役割を整理して、議論の整理を集中的にできたらよいと思う。あわせて、マッチ箱を
使ってもらう入り口を増やすという話の中で、リアルイベントとの連携や、市役所の中でも発信をしていくと変わっていくと思うので、Code for Kanazawa
でも引き続き協力して取り組んでいきたい。 



令和７年度 第１回

金沢シビックテック推進協議会

日時 令和７年10月１日(水) 10:00～11:30

場所 金沢市役所第一本庁舎 501会議室
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会議次第

1. 開会

2. 審議事項

4. 閉会

令和６年度 決算（案）

令和６年度 事業報告 ※前回会議からの再掲

報告第１号

議案第１号

議案第２号

3. 報告事項 令和７年度 その他事業の方向性

令和７年度 予算（案）

令和７年度 事業計画（案）・経過報告議案第３号

議案第4号

令和８年度 事業の方向性（案）議案第5号
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委員名簿

区分 氏名 役職 出欠

委員 小俣 博司 オープン川崎 代表 出席
（オンライン）

委員 茂 知一 一般社団法人石川県情報システム工業会 理事 出席

委員 鶴山 雄一
金沢市PTA協議会 会長

（前会長 相羽 大輔 委員に代わり令和7年4月1日付で委嘱）

出席
（オンライン）

会長 福島 健一郎 一般社団法人コード・フォー・カナザワ 代表理事 出席

委員 松井 くにお 金沢工業大学工学部情報工学科 教授 出席

委員 眞鍋 知子 金沢大学 融合研究域 融合科学系 教授 出席
（オンライン）

委員 矢後 智子 NPO法人ネットワークアシストたかおか 副理事長 出席
（オンライン）

委員 山口 いづみ NPO法人あかりプロジェクト 代表理事 欠席

監事 平田 善雄 金沢市会計課長 欠席

（敬称略）



審議事項



令和６年度 事業報告

1. 地域課題解決プロジェクト事業

2. シビックテックスクール開催事業

3. データを活用した地域課題解決推進事業

4. 情報発信事業

議案第１号

※ 令和６年度第２回会議資料からの再掲
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1.地域課題解決プロジェクト事業

令和６年度 事業報告

課題募集

• 募集期間：令和６年８月５日 ～ １０月３１日

• 募集内容：生活の中でのお困りごと等、地域課題を「マッチ箱」に投稿

• 投稿数 ：５件（同募集期間内）※過去投稿の再議論含む

投稿された課題

① よりそうなかまの冊子の見える化

② 学校連絡のペーパレス化

③ 公民館の貸出スペースの有効活用

④ 金沢に時間銀行を

⑤ 終末期患者の孤独・孤立解消
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1.地域課題解決プロジェクト事業

令和６年度 事業報告

マッチングイベント開催

• 開催日時 ：令和６年11月15日(金) 19:00～21:00

• 開催内容 ：課題投稿者 と 作り手 で意見交換、プロジェクト化に向けたマッチング

• 参加者数 ：14名（課題投稿者 3名、作り手 11名）

• マッチング数：４件（発表課題５件のうち）

Slackワークスペースを参加者へ提供
プロジェクト進行に活用されている

課題投稿者による内容説明
課題ごとに興味のある人が
集まってディスカッション
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1.地域課題解決プロジェクト事業

令和６年度 事業報告

企画募集

• 募集期間：令和６年11月15日 ～ 令和7年１月12日（期間延長）

• 募集内容：ICT を活用した解決アイデアの企画

• 応募数 ：２件

• 企画審査：協議会による審査

• 採択後 ：支援金10万円支給 / 1チーム

応募企画

① よりそうなかまの冊子の見える化

② 学校連絡のペーパレス化

→ 審査の結果、２件ともに採択、支援金支給。

現在実装に向けてプロジェクト進行中。
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2.シビックテックスクール開催事業

令和６年度 事業報告

開催概要・受講生募集

地域活動に参加している方、シビックテックや地域課題解決に

興味がある市民を主なターゲットにして募集を行った

• 開催日時：令和６年11月16日、12月14日、12月21日 各土曜日

14:00-16:30（全３回）

• 開催場所：長土塀青少年交流センター 学習室３

• 募集期間：令和６年10月14日 ～ 11月13日

• 参加者数：延べ61名（第1回 20名、第2回 21名、第3回 20名）

• 講座形式：対面による開催
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2.シビックテックスクール開催事業

令和６年度 事業報告

講座内容 日程 日時 内容

第１回
11/16(土)

14:00 ～ 16:30

・オープニング：シビックテックとは

・オリエンテーション：全３回構成説明

・Canvaでチラシ作成

・Googleフォーム作成

・二次元コード作成、チラシ完成

・LINE オープンチャットで共有

第２回
12/14(土)

14:00 ～ 16:30

・個人ワーク（チラシ・フォーム作成）

・Googleドキュメントで議事録作成

・Googleドライブでファイル共有

・LINEオープンチャットで共有

第３回
12/21(土)

14:00 ～ 16:30

・個人ワーク続き（自由作業・質問）

・Canvaで動画作成

・Googleフォーム回答

・Googleフォーム集計

・ChatGPT体験（アイデア出しなど）

・クロージング

昨年度からの変更点

昨年実施したGoogleツールの活用講座を

さらに発展させ、Canvaでのチラシ作成も

組み込み、より実践的な内容にリニューアル

開催結果

参加者はPTAや町会などで既に課題感を

持っている方が多く、受講のモチベーションが

高かった。そのため、参考程度に紹介した動画

作成などにも、熱心に取り組んでいた。
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2.シビックテックスクール開催事業

令和６年度 事業報告

シビックテック説明・講義のようす 講師によるハンズオンのサポート

受講者が作成したチラシを会場で共有学生ボランティア「ICT推進員」によるフォロー
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2.シビックテックスクール開催事業

令和６年度 事業報告

開催成果

仕事やPTA活動等にさっそく活用しているという参加者も多く、地域活動のブラッシュアップにつながった。

※アンケート回答抜粋

• いろいろと学ばせていただいたことをPTAでも活用しています。また、今回はうちのPTAメンバーも参

加してくれました。もっといろんな人に学んでほしいと思っています。

• 実際に保護者会等で活用されている方が講師をされているので、すごく参考にしたいことが多く興味

が広がりました。

• 今回教えて頂いた内容は職場、学校活動、部活関係、プライベートと応用ができることばかりで毎回

の講習後に自宅で試すのが楽しかったです。

• 今回自分の仕事とタイムリーにリンクしていて、とても有効に活用できました。

→ 否定的な評価や意見はなかった
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3.データを活用した地域課題解決推進事業

令和６年度 事業報告

開催概要

• イベント名：オープンデータデイいしかわ2025 ～データで描く！あなたの未来地図～

【後援】石川県・白山市 【協力】Code for Kanazawa・Code for Noto

※3月第一週の「オープンデータデイ」にあわせて開催。石川県・白山市との共同企画。

• 開催日時 ：令和７年３月２日 (日) 14:00 – 17:00

• 開催場所 ：金沢未来のまち創造館 多目的室1

• 募集期間 ：令和７年２月１日 ～ ２月28日（申込50名、参加33名）

昨年度からの変更点

• 世界的な「オープンデータデイ」イベントとして開催を行うことで、

市外にも金沢市のシビックテック活動を周知できる

• 石川県・白山市の協力を得て県内へ募集を広げることにより、より

広く広報を行えるだけでなく、市内でのシビックテック人材の交流

を促すことができる
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3.データを活用した地域課題解決推進事業

令和６年度 事業報告

開催内容

市民や市民団体等がデータの力を使って、地域の課題を可視化し、より良いまちづくりに貢献できることを目指す。

Googleマップのマイマップ機能を活用したハンズオンを通して、データ活用への理解を深め、実際に地図を作成することで、

地域課題解決への関心を高める。

プログラム 担当 内容

マップを使ったデータ分析・活用入門
Code for Noto 代表理事
羽生田 文登 氏

データの基礎知識、データ活用事例紹介、地域の課題解決への貢献

オープンデータ活用 石川県の挑戦
石川県デジタル推進監室
山﨑 祐輔 氏

オープンデータとは、オープンデータポータル、データ連携基盤

地域課題を考えるワークショップ
アスコエパートナーズ 取締役
北野 菜穂 氏

グループワーク形式で、参加者同士で地域課題を共有し、
「デジタルマップで可視化したい内容」を検討
※冒頭「マッチ箱」紹介

オープンデータデイ特別講演
Code for Kanazawa 代表理事
福島 健一郎 氏

オープンデータの活用、能登半島コネクトマップ、地図を使った市民活動

デジタルマップ制作ワークショップ
Code for Kanazawa
雄谷 峰志 氏・佐々木氏 修吾 氏

Googleマイマップ機能の概要説明、活用事例紹介
ワークショップで検討した内容をもとに、Googleマイマップを使って、
地域課題を可視化したオリジナル地図を作成



15

3.データを活用した地域課題解決推進事業

令和６年度 事業報告
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3.データを活用した地域課題解決推進事業

令和６年度 事業報告
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4.情報発信事業

令和６年度 事業報告

シビックテックポータルサイト https://kanazawa-civic-tech.jp

①協議会事業の紹介 金沢シビックテック推進協議会とは

地域課題プロジェクト事業

データを活用した地域課題解決推進

シビックテックスクール

②シビックテック人材バンク シビックテック人材の紹介・募集

③他地域事例集 他の自治体等での活動事例等の紹介

④シビックテック関連リンク集 全国のCode for 団体及び関連団体の紹介

⑤お知らせ 協議会事業等についてのお知らせを随時掲載

ページビュー数

対象年 ページ閲覧数 対象期間

令和６年 8,165 view 令和６年１月１日～令和６年12月31日

令和５年 8,082 view 令和５年１月１日～令和５年12月31日

令和４年 8,451 view 令和４年１月１日～令和４年12月31日

https://kanazawa-civic-tech.jp/
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4.情報発信事業

令和６年度 事業報告

Facebookページ

・フォロワー：116名（令和7年9月26日時点）

・投稿件数 ： 13件（令和6年4月1日～令和7年3月31日）
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4.情報発信事業

令和６年度 事業報告

企業向けPR用デジタルパンフレット（令和5年度制作）

IT関係企業及び企業に勤務するエンジニア等を対象に、シビックテックの

紹介や参加するメリット等を紹介することで、シビックテック活動への

参加を促すデジタルパンフレット

• 概要 ：A4 6ページ（PDF形式）

• 主な内容：シビックテックとは、関係者インタビュー、

シビックテック活動に参加するには

• 公開時期：令和６年３月～

• 公開方法：ホームページ、SNS等で公開するとともに、

石川県情報システム工業会メールマガジンにて配布。

その他関連イベントで印刷して配布。



令和６年度 決算（案）

議案第２号
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令和6年度 決算（案）

【収入】 （単位：円）

項 目 予算額（A) 決算額（B) 差引（B)-（A) 備考

１　受託事業収入 委託料 2,500,000 1,369,726 △ 1,130,274 金沢市へ返納

２　その他収入 雑入 888 888 預金利子

合計 2,500,000 1,370,614 △ 1,129,386

【支出】 （単位：円）

項 目 予算額（A) 決算額（B) 差引（B)-（A) 備考

１　事業費 2,150,000 1,087,351 △ 1,062,649

①地域課題解決プロジェクト事業 758,000 210,908 △ 547,092 募集チラシ作成等　※1

②シビックテックスクール開催事業 650,000 536,057 △ 113,943 開催委託費等

③データを活用した地域課題解決推進事業 350,000 181,986 △ 168,014 有識者謝礼等 ※2

④情報発信事業 392,000 158,400 △ 233,600 パンフレット作成等 ※3

２　運営費 事務費 350,000 283,263 △ 66,737 委員謝礼等

合 計 2,500,000 1,370,614 △ 1,129,386

※1：地域課題解決プロジェクト事業において、開発支援金の支給件数が２件に留まったことから、想定件数よりも少なくなり、執行額が減額となった。
※2：データを活用した地域課題解決推進事業において、講師旅費がかからなかったことなどにより開催費が減額となった。
※3：情報発信事業において、パンフレットの印刷を行わず、SNSでの情報発信強化を中心に行ったことなどにより執行額が減額となった。
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令和6年度 決算（案）



令和７年度 事業計画(案)・経過報告

1. 地域課題解決プロジェクト事業

2. シビックテックスクール開催事業

3. データを活用した地域課題解決推進事業

4. 情報発信事業

議案第３号
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1.地域課題解決プロジェクト事業

令和７年度 事業計画（案）・経過報告

• 課題募集期間：令和７年５月22 日（木）～10 月31日（金）

• 企画募集期間：令和７年11月１日（土） ～ １月31日（土）

• 内容：生活の中でのお困りごと等、地域課題を「マッチ箱」に投稿

• マッチングイベント：

課題投稿者と解決に興味のある方が

集まって議論・チーム形成を行う

令和7年11月頃開催予定

• 企画書の審査：

令和8年2月頃の第2回協議会にて

審議予定。採択された企画には

10万円の支援金を支給。

（R6実績：2件）
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2.シビックテックスクール開催事業

令和７年度 事業計画（案）・経過報告

開催概要・受講生募集

地域活動に参加している方をメインターゲットにして募集。

広報活動におけるデザインツールや生成AIの活用について学ぶ予定。

• 開催日時：令和７年10月18日(土)、11月1日(土)

14:00-16:30（全2回）

• 開催場所：石川県地場産業振興センター

• 募集人数：各回20名

• 講座形式：対面による開催
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3.データを活用した地域課題解決推進事業

令和７年度 事業計画（案）・経過報告

開催概要

• イベント名：オープンデータデイいしかわ クマ×共生ハッカソン

【共催】石川県デジタル推進監室（共助のビジネスモデル検討協議会）

• 開催日時 ：令和7年7月26日 (土) ・9月26日(土) 各13:30-17:00

• 開催場所 ：石川県地場産業振興センター

• 参加者 ：Day1 41名、Day2 41名

• 発表者 ：８チーム、10プロダクト

昨年度からの変更点

• 「オープンデータデイいしかわ」シリーズとしてハッカソンを

初めて開催。より専門的知識の高いエンジニアや情報系の学生などにシビック

テック活動を周知できる。

• 一般的なハッカソンと異なり、本市における具体的な地域課題解決につながる

テーマを設定することで、地域課題について考えてもらうきっかけとするほか、

シビックテック活動への関心を高めてもらう。
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3.データを活用した地域課題解決推進事業

令和７年度 事業計画（案）・経過報告

開催経緯

• 「オープンデータデイいしかわ」シリーズ企画として、石川県との共同開催。

• 地域住民 ・ 自治体 ・ 専門家 ・ 技術者が協働し 解決を目指す地域で支え合いながら、

データや現場の声を活かし、持続可能な解決策をみんなで一緒につくる実践型のワークショップ

• 近年多発するクマの出没問題（今秋ブナ大凶作）をテーマとした。

参考情報

• ツキノワグマによる人身被害数は過去最高を記録しており、

社会的関心度の高いテーマだったことで、多くの参加者が集まり、

メディア4社の取材が入ったと考えられる。

• 1月前後：「水産」をテーマにした同様のハッカソンを開催予定

• 3月上旬：「オープンデータデイいしかわ」開催予定
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3.データを活用した地域課題解決推進事業

令和７年度 事業計画（案）・経過報告

大会のようすは各新聞・テレビで取材・報道された。


















































